
　

こ
の
ほ
ど
、
最
寄
り
駅
か

ら
司
馬
遼
太
郎
記
念
館
（
東

大
阪
市
下
小
阪
３
）
ま
で
を

誘
導
す
る
路
面
サ
イ
ン
と
電

柱
プ
レ
ー
ト
が
設
置
さ
れ
、

同
館
を
訪
れ
る
人
々
の
案
内

役
と
し
て
一
役
買
っ
て
い
る
。

　

同
館
に
は
全
国
か
ら
多
く

の
フ
ァ
ン
が
訪
れ
る
こ
と
か

ら
来
館
者
や
通
行
人
ら
に
楽

し
み
な
が
ら
散
策
し
て
も
ら

お
う
と
、
最
寄
り
駅
で
あ
る

近
鉄
八
戸
ノ
里
駅
と
河
内
小

阪
駅
か
ら
同
館
ま
で
の
道
の

り
に
路
面
サ
イ
ン（
10
ヶ
所
）

と
電
柱
プ
レ
ー
ト（
４
ヶ
所
）

を
同
市
が
こ
の
ほ
ど
設
置
し

た
。

　

路
面
サ
イ
ン
と
電
柱
プ
レ

ー
ト
に
は
「
司
馬
遼
太
郎
記

念
館　

SHIBA  RYOTARO
M

EM
ORIAL  M

USEUM

」

と
日
本
語
と
英
語
で
表
記
さ

れ
、
同
館
の
入
り
口
か
ら
緩

や
か
に
カ
ー
ブ
す
る
〝
ガ
ラ

ス
回
廊
〟
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

図
柄
と
同
館
へ
の
方
向
を
示

し
た
矢
印
が
あ
し
ら
わ
れ
て

い
る
。

　

路
面
サ
イ
ン
は
30
㎝
四
方

の
ブ
ロ
ッ
ク
を
組
み
合
わ
せ

た
も
の
で
、
サ
イ
ズ
は
90
㎝

×
120
㎝
か
ら
150
㎝
×
150
㎝
ま

で
の
も
の
。
グ
レ
ー
を
基
調

に
ホ
ワ
イ
ト
の
文
字
と
図
柄

が
ペ
イ
ン
ト
さ
れ
て
い
て
シ

ン
プ
ル
に
仕
上
が
っ
て
い
る

（
写
真
）。一
方
、電
柱
プ
レ
ー

ト
は
、
路
面
サ
イ
ン
と
同
じ

構
図
で
縦
50
㎝
×
横
35
㎝
の

ア
ル
ミ
製
。

　

路
面
サ
イ
ン
と
電
柱
プ
レ

ー
ト
は
、
目
に
つ
き
や
す
い

駅
の
ロ
ー
タ
リ
ー
や
曲
が
り

角
な
ど
市
道
や
市
道
に
立
つ

電
柱
な
ど
に
設
置
。
同
館
周

辺
で
は
、
司
馬
遼
太
郎
さ
ん

の
命
日
で
あ
る
２
月
12
日
の

「
菜
の
花
忌
」
に
合
わ
せ
て

菜
の
花
を
育
成
す
る
運
動
が

広
が
っ
て
お
り
、
府
立
布
施

高
校
南
側
の
市
道
は
「
菜
の

花
ロ
ー
ド
」
と
も
名
付
け
ら

れ
、
今
年
か
ら
路
面
サ
イ
ン

と
色
鮮
や
か
な
菜
の
花
が
楽

し
め
思
わ
ず
立
ち
止
ま
っ
て

し
ま
い
た
く
な
る
。

　

小
阪
駅
周
辺
の
美
容
室
に

勤
め
る
上
田
俊と

し
こ子
さ
ん
（
25

歳
）
は
「
こ
れ
ま
で
に
何
度

か
記
念
館
ま
で
の
行
き
方
を

聞
か
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
路
面
タ
イ
ル
の
お

か
げ
で
迷
わ
ず
に
楽
し
み
な

が
ら
記
念
館
ま
で
行
っ
て
も

ら
え
そ
う
」
と
笑
顔
で
話
し

て
い
た
。

　

同
記
念
館
へ
は
、
近
鉄
奈

良
線
「
八
戸
ノ
里
」
駅
か
ら

南
西
へ
徒
歩
約
８
分
。「
河

内
小
阪
」
駅
か
ら
南
東
へ
徒

歩
約
12
分
。

業
へ
の
影
響
を
説
明
し「『
経

営
安
定
資
金
』
の
活
用
に
伴

う
特
定
中
小
企
業
者
の
認
定

要
件
の
『
営
業
利
益
率
の
落

込
み
』
に
つ
い
て
も
引
続
き

認
定
要
件
と
す
る
よ
う
関
係

省
庁
に
働
き
か
け
て
い
た
だ

く
こ
と
、
不
況
業
種
の
指
定

数
の
削
減
に
つ
い
て
も
さ
ら

な
る
延
長
を
関
係
省
庁
に
働

き
か
け
て
い
た
だ
く
こ
と
、

中
小
企
業
に
融
資
し
や
す
い

環
境
を
整
備
し
、
貸
し
渋
り

等
の
防
止
対
策
も
講
じ
て
い

た
だ
く
こ
と
」
な
ど
に
つ
い

て
要
望
し
た
。
大
阪
府
の
木

村
副
知
事
は
「
今
回
の
要
望

に
つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ

関
係
省
庁
に
働
き
か
け
る
と

と
も
に
、
逐
次
状
況
を
見
な

が
ら
き
っ
ち
り
と
し
た
対
応

を
考
え
た
い
」
と
述
べ
る
と

と
も
に
「
大
阪
府
の
モ
ノ
づ

く
り
の
拠
点
は
東
大
阪
市
で

あ
る
と
認
識
し
、
中
小
企
業

の
大
切
さ
は
十
分
に
理
解
し

て
い
る
。
中
小
企
業
の
資
金

繰
り
に
つ
い
て
は
、
迅
速
か

つ
柔
軟
に
対
応
し
、
必
要
な

　

東
大
阪
市
で
は
、
市
内
中
小
企
業
に
お
い
て
は
、
昨
年
か
ら
の
円
高
・
デ
フ
レ

の
影
響
に
加
え
、
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
り
、
今
後
、

資
金
繰
り
が
厳
し
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
中
、
大
阪
府
や
金
融
機
関
等
に
対

し
、
市
内
中
小
企
業
の
資
金
繰
り
へ
の
支
援
を
求
め
た
。

市
内
中
小
企
業
の
資
金
繰
り

市
長
が
関
係
機
関
に
支
援
を
要
望

東大阪市

　

大
阪
府
で
は
、
平
成
23
年

３
月
末
で
国
の
「
緊
急
対
応

緊
急
保
証
制
度
」
の
終
了
を

受
け
、
大
阪
府
中
小
企
業
融

資
制
度
の
見
直
し
が
行
わ
れ

て
お
り
、
主
な
見
直
し
点
は

「
緊
急
経
営
対
策
資
金
」を
廃

止
し「
経
営
安
定
資
金
」の
活

用
を
図
る
内
容
で
「
緊
急
経

営
対
策
資
金
」と
比
較
し
て
、

①
特
定
中
小
企
業
者
の
認
定

要
件
の
変
更（「
営
業
利
益
率

の
減
少
」を
除
外
）
②
不
況

業
種
の
指
定
数
の
削
減（
10

月
か
ら
82
業
種
か
ら
42
業
種

へ
）
③
融
資
利
率
が
取
扱
金

融
機
関
の
所
定
利
率
に
変
更

（
融
資
利
率
の
上
昇
の
お
そ

れ
）
④
申
請
窓
口
が
取
扱
金

融
機
関
に
変
更  

⑤
信
用
保

証
料
の
引
上
げ（
０
・
１
％
引

上
げ
）
な
ど
が
あ
る
。

　

先
日
、
野
田
市
長
は
大
阪

府
を
訪
れ
、
見
直
し
た
融
資

制
度
の
改
善
を
要
望
し
、
そ

の
後
、
東
大
阪
商
工
会
議
所

の
平
本
善
憲
専
務
理
事
と
と

も
に
日
本
政
策
金
融
公
庫
東

大
阪
支
店
、
商
工
組
合
中
央

金
庫
東
大
阪
支
店
、
大
阪
府

中
小
企
業
信
用
保
証
協
会
東

大
阪
支
店
及
び
大
阪
東
信
用

金
庫
東
大
阪
営
業
部
の
４
店

舗
を
訪
問
し
、
市
内
中
小
企

業
へ
の
円
滑
な
融
資
を
求
め

た
（
写
真
）。

　

野
田
市
長
は
、
大
阪
府
で

は
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
市

内
中
小
企
業
へ
の
影
響
と
大

阪
府
中
小
企
業
融
資
制
度
の

見
直
し
に
よ
る
市
内
中
小
企

司
馬
遼
太
郎
記
念
館
へ

道
案
内
の
プ
レ
ー
ト
設
置
東大阪市

ま
で
。

委
員
長
▽
東
口
貞
男

委
員
長
代
理
▽
久
保
武
彦

委
員
▽
岡
野
龍
雄
、
川
村
和

子

　

４
月
22
日
付
で
、
東
大
阪

市
選
挙
管
理
委
員
が
以
下
の

と
お
り
決
ま
っ
た
。

　

任
期
は
平
成
23
年
４
月
22

日
か
ら
平
成
27
年
４
月
21
日

新
東
大
阪
市
選
挙
管
理
委
員
決
ま
る

と
こ
ろ
に
資
金
が
ま
わ
る
よ

う
に
し
た
い
」
と
し
た
。

　

ま
た
、
野
田
市
長
ら
は
金

融
機
関
等
に
対
し
、
市
内
中

小
企
業
の
技
術
力
や
底
力
を

伝
え
、
市
内
中
小
企
業
か
ら

の
融
資
相
談
に
つ
い
て
適
切

か
つ
円
滑
に
対
応
し
て
も
ら

う
よ
う
要
請
し
た
。

　

日
本
政
策
金
融
公
庫
東
大

阪
支
店
の
真
屋
順
一
支
店
長

は
「
中
小
企
業
の
ニ
ー
ズ
を

聴
き
な
が
ら
迅
速
か
つ
丁
寧

に
対
応
し
た
い
」と
、商
工
中

央
金
庫
東
大
阪
支
店
の
佐
々

木
渉
支
店
長
は
「
公
的
な
金

融
機
関
と
し
て
、
今
回
の
震

災
に
よ
る
市
内
中
小
企
業
の

状
況
に
つ
い
て
は
認
識
し
て

い
る
の
で
、
市
と
連
携
し
な

が
ら
一
層
、
支
援
し
て
い
き

た
い
」と
、大
阪
府
中
小
企
業

信
用
保
証
協
会
東
大
阪
支
店

の
小
前
清
勝
支
店
長
は
「
中

小
企
業
か
ら
の
融
資
相
談
に

つ
い
て
は
、
で
き
る
だ
け
親

身
に
な
っ
て
民
間
金
融
機
関

と
連
携
し
て
対
応
し
た
い
」

と
、大
阪
東
信
用
組
合
東
大

阪
営
業
部
の
大
本
部
長
は

「
当
行
は
地
域
の
中
小
企
業

と
一
心
同
体
で
あ
り
、
今
回

の
震
災
に
よ
る
市
内
中
小
企

業
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
十

分
把
握
し
て
い
る
。
東
日
本

大
震
災
関
連
の
融
資
制
度
も

新
た
に
創
設
し
た
」
と
し
た
。

　

同
市
経
済
部
で
は
「
市
の

思
い
は
伝
え
ら
れ
た
と
思
う
。

今
後
も
引
続
き
金
融
機
関
と

協
力
し
て
、
市
内
企
業
の
経

営
安
定
化
に
向
け
て
努
力
し

て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い

た
。

　
「
ラ
グ
ビ
ー
の
ま
ち
東
大

阪
」
を
表
明
し
て
い
る
同
市

は
、
大
阪
府
と
ス
ク
ラ
ム
を

組
ん
で
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
を
近
鉄
花
園
ラ
グ
ビ

ー
場
に
誘
致
し
よ
う
と
平
成

21
年
12
月
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
同
22

年
４
月
１
日
に
誘
致
に
必
要

な
広
報
や
啓
発
活
動
な
ど
を

行
う
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ
誘
致
室
を
設
置
。
同
月

26
日
に
全
庁
的
な
体
制
で
誘

致
活
動
に
取
り
組
む
た
め
同

誘
致
実
施
本
部
を
立
ち
上
げ

た
（
実
施
本
部
長
・
野
田
義

和
市
長
）。

　

市
役
所
が
一
丸
と
な
っ
て

誘
致
活
動
に
取
り
組
む
姿
勢

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
、
市

役
所
か
ら
機
運
を
高
め
て
い

こ
う
と
ク
ー
ル
ビ
ズ
期
間
に

市
職
員
有
志
ら
が
ラ
ガ
ー
シ

ャ
ツ
を
着
用
す
る
こ
と
を
同

　

ク
ー
ル
ビ
ズ
が
始
ま
っ
た

の
を
機
に
、
東
大
阪
市
役
所

（
同
市
荒
本
北
１
）
で
同
市

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

誘
致
実
施
本
部
長
で
も
あ
る

野
田
義
和
市
長
や
市
職
員
有

志
ら
が
ラ
ガ
ー
シ
ャ
ツ
を
着

て
公
務
を
行
っ
て
い
る
。（
写

真
）

　

同
市
で
は
、
夏
季
の
節
電

が
一
層
求
め
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
毎
年
６
月
か
ら
実
施
し

て
い
る
ク
ー
ル
ビ
ズ
（
市
職

員
に
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
な
ど
の

軽
装
）を
前
倒
し
し
て
、先
月

16
日
か
ら
始
め
て
い
る
。
終

了
時
期
も
延
長
し
て
10
月
31

日
ま
で
に
拡
大
。
期
間
中
は
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
一
層
の
推

進
を
通
じ
て
地
球
温
暖
化

防
止
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

事
務
室
や
会
議
室
の
冷
房
温

度
28
℃
を
徹
底
し
、
職
場
や

会
議
に
お
け
る
軽
装
を
奨
励
。

実
施
期
間
は
５
月
16
日
か
ら

10
月
31
日
ま
で
で
、
例
年
は

６
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま

で
の
期
間
と
し
て
い
た
が
、

本
年
は
期
間
を
前
倒
し
す
る

と
と
も
に
延
長
し
て
実
施
。

誘
致
室
が
１
年
前
に
企
画
。

ラ
ガ
ー
シ
ャ
ツ
の
ロ
ゴ
デ
ザ

イ
ン
を
募
集
し
、
市
の
マ
ス

コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ト

ラ
イ
く
ん
」
が
着
て
い
る
ラ

ガ
ー
シ
ャ
ツ
に
合
わ
せ
た
白

と
ブ
ル
ー
の
横
縞
模
様
の
ラ

ガ
ー
シ
ャ
ツ
が
誕
生
し
た
。

ま
た
、
ラ
ガ
ー
シ
ャ
ツ
風
の

ポ
ロ
シ
ャ
ツ
（
白
と
ブ
ル
ー

の
横
縞
模
様
、
白
と
ピ
ン
ク

の
横
縞
模
様
）
も
作
成
し
た
。

ラ
ガ
ー
シ
ャ
ツ
は
２
４
８
枚
、

ポ
ロ
シ
ャ
ツ
は
５
３
８
枚
が

市
職
員
有
志
や
市
民
団
体
が

購
入
し
て
い
る
。

　

ク
ー
ル
ビ
ズ
初
日
、
野
田

本
部
長
を
は
じ
め
市
職
員
有

志
が
昨
年
同
様
ラ
ガ
ー
シ
ャ

ツ
に
袖
を
通
し
公
務
に
あ
た

っ
た
。同
誘
致
室
職
員
は「
対

外
的
に
失
礼
の
な
い
範
囲
で

ラ
ガ
ー
シ
ャ
ツ
を
市
職
員
に

着
用
し
て
も
ら
い
、
全
庁
的

に
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
２
０
１
９
近
鉄
花
園
ラ
グ

ビ
ー
場
誘
致
を
盛
り
上
げ
て

い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
た
。

　

東
大
阪
市
民
美
術
セ
ン
タ

ー（
東
大
阪
市
吉
田
６
）で
、

特
別
展
示
「
最
後
の
役
者
絵

師
名
取
春
仙
展
」
が
26
日
ま

で
行
わ
れ
て
い
る
。
午
前
10

時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
（
入

館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）。

月
曜
日
休
館
。
入
場
料
は
高

校
生
以
上
３
０
０
円
、
中
学

生
以
下
・
65
歳
以
上
、
障
害

者
手
帳
な
ど
を
お
持
ち
の
方

は
無
料
。

　

名
取
春
仙
は
日
本
画
を
描

く
一
方
で
、
夏
目
漱
石
や
島

崎
藤
村
な
ど
の
新
聞
小
説
の

挿
絵
を
担
当
し
た
り
、
石
川

啄
木
の
初
歌
集「
一
握
の
砂
」

や
谷
崎
潤
一
郎
ら
の
文
芸
本

の
装
丁
を
て
が
け
た
り
し
た
。

と
く
に
演
劇
界
と
深
い
関
わ

り
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
役
者

似
顔
絵
を
多
く
描
い
た
。
役

者
や
演
目
の
表
面
的
な
姿
の

み
な
ら
ず
、
役
者
が
演
じ
る

主
人
公
の
内
面
ま
で
も
が
表

現
さ
れ
て
い
る
名
取
春
仙
の

役
者
似
顔
絵
は
、
江
戸
期
以

降
の
浮
世
絵
版
画
に
新
風
を

吹
き
込
ん
だ
。
こ
の
催
し
で

は
、
数
あ
る
名
取
春
仙
作
品

の
う
ち
、
南
ア
ル
プ
ス
市
立

春
仙
美
術
館
が
所
蔵
す
る
日

本
画
、
版
画
、
雑
誌
、
資
料

な
ど
約
１
０
０
点
が
展
示
さ

れ
て
い
る
。

　

市
民
美
術
セ
ン
タ
ー
へ
は
、

近
鉄
奈
良
線「
東
花
園
」駅
下

車
、
北
へ
徒
歩
約
10
分
。

東 大 阪 市 民
美術センター

最
後
の
役
者
絵
師

名
取
春
仙
展
開
催

職員が
ラガーシャツを
着用して公務に

東大阪市



　

八
尾
市
議
会
の
役
員
改
選

で
、
市
議
会
選
出
の
監
査
委

員
に
自
民
・
改
革
の
平
田
正

司
議
員
と
公
明
党
の
花
村
茂

男
議
員
が
選
ば
れ
た
。
平
田

議
員
は
監
査
委
員
３
回
目
の

　

日
本
の
経
済
を
支
え
て
い

る
の
は
中
小
零
細
企
業
だ
。

特
に
日
本
人
は
器
用
で
し
か

も
真
面
目
な
の
で
、
も
の
作

り
の
レ
ベ
ル
は
高
い
。

　

東
大
阪
市
と
八
尾
市
は
歯

ブ
ラ
シ
作
り
が
盛
ん
だ
。
戦

後
す
ぐ
に
上
本
町
で
始
ま
っ

た
歯
ブ
ラ
シ
作
り
。
そ
れ
が

布
施
に
移
り
、
今
で
は
東
大

阪
市
と
八
尾
市
に
定
着
し
た
。

　

東
大
阪
市
友
井
２
丁
目
で

半
世
紀
以
上
歯
ブ
ラ
シ
作

り
に
打
ち
込
ん
で
い
る
美
馬

義
宜
さ
ん
（
吉
忠
刷
子
工
業

株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長
、

69
）
は
仕
事
に
プ
ラ
イ
ド
を

持
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
自
分

が
作
っ
た
製
品
が
、
多
く
の

人
び
と
の
歯
の
健
康
を
支
え

て
い
る
と
い
う
思
い
か
ら
き

て
い
る
の
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、

社
会
貢
献
を
し
て
い
る
か
ら

こ
そ
、
仕
事
に
プ
ラ
イ
ド
を

持
っ
て
い
る
。

　
「
何
で
も
い
い
の
で
、
自

分
の
打
ち
込
め
る
も
の
を
見

つ
け
て
欲
し
い
」
と
美
馬
さ

ん
は
若
い
人
た
ち
へ
の
思
い

を
静
か
に
語
っ
た
。

食
は
そ
の
人
の

　
　
　

運
命
を
変
え
る

古
代
稲
研
究
家

田
中 

伸
侍

（
八
尾
市
在
住
）

吉祥
コラム
７

２

　

水
野
南
北
は
悪
事
を
働
き
牢
獄
に
入
れ
ら
れ
た
。
刑
期
を
終

え
出
牢
し
て
町
の
観
相
家
に
観
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
火
輪
眼

と
い
う
大
凶
相
で
一
年
を
生
き
延
び
た
者
は
い
な
い
と
言
わ
れ

た
。
南
北
は
死
ぬ
の
が
怖
く
な
っ
て
鉄
眼
寺
の
老
師
に
助
け
を

求
め
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
か
ら
の
半
年
間
、
麦
と
大
豆
と
塩
だ
け

の
食
事
を
し
な
さ
い
と
言
わ
れ
た
。
南
北
は
こ
れ
に
従
い
、
半

年
経
っ
て
件
の
観
相
家
に
会
っ
た
。
す
る
と
、
お
前
の
死
相
が

消
え
て
い
る
。
あ
れ
以
来
お
前
は
何
を
し
た
か
と
問
わ
れ
た
。

言
わ
れ
た
通
り
、
毎
日
麦
と
大
豆
と
塩
の
み
食
し
た
と
答
え
る

と
、
観
相
家
は
「
お
お
、
節
食
が
凶
相
を
消
し
た
」
と
言
っ
た
。

　

愛
す
べ
き
南
北
は
、
観
相
家
の
弟
子
と
な
る
が
、
悲
し
い
か

な
無
学
の
た
め
、
相
学
に
関
す
る
書
物
が
理
解
で
き
な
い
。
ま

た
、
人
の
顔
に
な
ぜ
運
命
が
表
出
す
る
の
か
書
物
に
は
な
か
っ

た
。
人
の
顔
の
も
つ
神
秘
を
探
求
す
る
に
は
、
自
分
の
確
か
な

眼
で
万
人
の
相
を
観
る
し
か
な
い
と
思
い
、
21
歳
の
と
き
師
匠

と
も
書
物
と
も
別
れ
て
毎
日
毎
日
往
き
行
く
人
の
顔
を
観
察
し

た
。

　

次
に
床
屋
の
下
働
き
に
な
り
、
毎
日
顔
を
観
察
す
る
。
そ
こ

で
大
き
な
疑
問
が
湧
く
。
一
代
で
財
を
築
い
た
人
た
ち
は
、
福

相
で
は
な
く
相
学
的
に
貧
相
の
人
が
多
い
。
ま
た
、
福
相
の
人

が
そ
の
日
暮
ら
し
に
困
っ
て
い
る
の
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

　

確
然
た
る
運
命
の
判
断
を
下
す
た
め
に
は
、
顔
だ
け
で
な
く

身
体
全
体
を
観
察
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
が
至
り
、
次
は

風
呂
屋
の
三
助
に
な
る
。
そ
し
て
、
あ
ま
ね
く
男
女
の
裸
、
特

に
ヘ
ソ
と
生
殖
器
を
観
察
し
た
。

　

３
年
経
っ
た
あ
る
日
、
凶
相
の
男
が
や
っ
て
来
た
。
ヘ
ソ
と

男
根
を
見
る
と
間
違
い
な
く
大
凶
相
で
あ
る
。
男
は
大
店
の
旦

那
と
い
う
。
南
北
は
自
分
の
目
を
疑
っ
た
が
、
男
は
翌
日
自
殺

し
て
果
て
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

【
つ
づ
く
】

三
野
郷
山 

三
寳
興
誠
院

住
職  

松
茂
良
興
真

【
日
々
の
こ
こ
ろ
が
け
２
】

奉
仕
の
人
生

　

人
間
は
一
人
で
生
き
て
い
る
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
大
自
然
や
周
囲
の
人
様
の
お

か
げ
で
生
か
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
ま
し

て
空
気
や
太
陽
の
光
が
な
け
れ
ば
生
き
て

い
け
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
み
な
、
た
だ
で
与

え
て
も
ら
っ
て
い
る
の
で
す
。
生
き
て
い

る
の
で
は
な
く
て
、
生
か
さ
れ
て
い
る
こ

と
の
あ
り
が
た
さ
を
し
み
じ
み
感
じ
な
け

れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
自
然
は
も
ち
ろ
ん
、

人
様
か
ら
も
は
か
り
知
れ
な
い
恩
恵
を
い

た
だ
い
て
生
か
さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
ら
、

常
に
社
会
の
た
め
、
人
様
の
た
め
に
奉
仕

し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
奉

仕
の
人
生
か
ら
、
人
は
生
き
が
い
を
見
出

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

本
当
の
生
き
が
い
と
は
、
人
様
に
喜
ん

で
い
た
だ
け
る
人
間
に
、
社
会
に
と
っ
て

必
要
な
人
間
に
な
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
に

は
、
小
さ
な
こ
と
を
こ
つ
こ
つ
と
行
い
、

「
ら
し
く
」
生
き
る
こ
と
で
す
。

※
毎
月
第
３
日
曜
午
前
10
時
半
か
ら
祈
願
祈

　

祷
を
行
っ
て
い
ま
す
。
６
月
は
19
日
で
す
。

　

ど
な
た
様
で
も
お
気
軽
に
お
参
り
下
さ
い
。

八
尾
市
福
万
寺
町
南
６―

２―

３

電
話
（
０
７
２
）９
２
２―

３
９
３
３

　

改
選
後
、
初
め
て
の
八
尾
市
議
会
が
５
月
18
日
㈬
午
後
１

時
か
ら
開
か
れ
、
正
副
議
長
、
監
査
委
員
な
ど
議
会
役
員
の

選
出
が
、
い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
決
ま
っ
た
。
ま
た
、
市
側

か
ら
５
月
31
日
で
任
期
満
了
と
な
る
原
正
憲
、
山
本
裕
三
両

副
市
長
の
再
任
を
求
め
る
人
事
案
件
が
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ

も
市
議
会
で
同
意
さ
れ
た
。

議
長
に
田
中
久
夫
議
員
自
民・

改
革

副
議
長
に
公
明
の
重
松
議
員

八尾市議会
新役員

八尾市議会の新役員一覧 （任期：平成23年5月18日～同24年5月）

監査委員
農業委員会委員
大阪府都市競艇組合議会議員
八尾市柏原市火葬場組合会議員
大和川右岸水防事務組合議会議員
恩智川水防事務組合議会議員
長瀬川沿岸下水道組合議会議員
大阪広域水道企業団議会議員

花村 茂男、平田 正司
内藤 耕一、土井田 隆行、村松 広昭、小林 　貢
平田 正司
永田 善久、前田 洋輔、露原 行隆、谷沢 千賀子
吉村 和三治、大野 義信
奥田 信宏、杉本 春夫、土井田 隆行
竹田 孝吏、岡田 広一、小枝 洋二、大松 桂右
西川 訓史

議会選出の各種役員名簿

委員長 委　　員
大道　 彰、大野 義信、内藤 耕一、竹田 孝吏、
岡田 広一、吉村 晴之、西川 訓史

議会運営
委員会

委員会名 副委員長

大松 桂右 永田 善久

議会運営委員会名簿

委員長 委　　員

花村 茂男、大道 　彰、越智 妙子、杉本 春夫、
村松 広昭保健福祉

委員会名 副委員長

吉村 晴之 永田 善久

常任委員会名簿

議　長 田中 久夫

前田 洋輔、谷沢 千賀子、大星なるみ、
土井田隆行、田中 久夫文　教 西田 尚美 吉村 和三治

末光 道正、露原 行隆、奥田 信宏、竹田 孝吏、
岡田 広一建設産業 小林　 貢 内藤 耕一

大野 義信、田中 裕子、重松 恵美子、西川 訓史、
平田 正司総　務 小枝 洋二 大松 桂右

副 議 長 重松 恵美子

【
正
副
議
長
の
経
歴
】

（
敬
称
略
）

議
長 

田
中
久
夫
（
51
）

昭
和
34
年
９
月
１
日
生
ま
れ
。

　

平
成
11
年
５
月
、
初
当
選

（
現
在
、
連
続
４
期
目
）。
監

査
委
員
、
文
教
産
業
常
任
委

員
会
、
建
設
常
任
委
員
会
各

委
員
長
な
ど
を
歴
任
。自
民
・

改
革
。
本
籍
・
大
阪
府
。

副
議
長 

重
松
恵
美
子
（
56
）

昭
和
29
年
11
月
６
日
生
ま
れ
。

　

平
成
11
年
５
月
、
初
当
選

（
現
在
、
連
続
４
期
目
）。
文

教
産
業
常
任
委
員
会
委
員
長
、

監
査
委
員
、
保
健
福
祉
常
任

委
員
会
委
員
長
な
ど
を
歴
任
。

公
明
党
。
本
籍
・
愛
媛
県
。

八尾市議会 会派別議員名簿 （平成23年5月17日現在） 八尾市議会 ６月定例会日程
人 員 所属議員 （50音順）

竹田 孝吏、村松 広昭創造やお

会派名 代　表

2人

無所属

大星なるみ、小枝 洋二、吉村 晴之市民クラブ 3人

大道 　彰、奥田 信宏、小林 　貢、
大松 桂右、田中 久夫、露原 行隆、
西川 訓史、平田 正司、前田 洋輔、
吉村 和三治

6月 ６日㈪

９日㈭

10日㈮

13日㈪

14日㈫

20日㈪

21日㈫

23日㈭

24日㈮

29日㈬

30日㈭

本会議（市政運営方針）

本会議（代表質問）

本会議（代表質問）

本会議（個人質問）

本会議（予備日）

建設産業常任委員会

文教常任委員会

保健福祉常任委員会

総務常任委員会

議会運営委員会

本会議（最終日）末光 道正

自民・改革 10人
西川 訓史幹事長
大松 桂右幹事

大野 義信幹事長

吉村 晴之幹事長

竹田 孝吏幹事長

内藤 耕一幹事

大道 　彰幹事

大野 義信、越智 妙子、杉本 春夫、
田中 裕子、谷沢千賀子、内藤耕一日本共産党 6人

岡田 広一幹事長
永田 善久幹事

岡田 広一、重松 恵美子、
土井田隆行、永田 善久、
西田 尚美、花村 茂男

公明党 6人

平
田
、
花
村
監
査

委
員
の
経
歴

会
委
員
長
を
歴
任
。

花
村
茂
男（
51
）
昭
和
34
年

９
月
２
日
生
ま
れ
。

原
、
山
本
両
副
市
長

を
再
任

　

平
成
19
年
５
月
市
議
初
当

選（
現
在
２
期
目
）。
病
院
跡

地
活
用
調
査
特
別
委
員
会
副

委
員
長
を
歴
任
。

　

５
月
18
日
の
八
尾
市
議
会

で
原
正
憲
、
山
本
裕
三
両
副

市
長
が
再
任
さ
れ
た
が
、
経

歴
は
次
の
と
お
り
。（
敬
称
略
）

原　

正
憲（
63
）
昭
和
23
年

３
月
24
日
生
ま
れ
。

　

昭
和
45
年 

八
尾
市
勤
務
。

平
成
11
年 

市
長
公
室
職
員

長
、
平
成
15
年 

総
務
部
長
、

平
成
17
年 

水
道
事
業
管
理

者
、
平
成
19
年 

八
尾
市
副

市
長
。

山
本
裕
三（
60
）
昭
和
25
年

８
月
３
日
生
ま
れ
。

　

昭
和
44
年 

八
尾
市
勤
務
。

平
成
13
年 

保
健
福
祉
部
次

長
、
平
成
14
年 

八
尾
市
理

事
、
平
成
16
年 

環
境
部
長
、

平
成
19
年 

八
尾
市
副
市
長
。

１本１本心を込めて歯ブラシを作る美馬義宜さん

美
馬
義
宜
さ
ん半世紀以上歯ブラシ作りに打ち込む

吉
忠
刷
子
工
業
㈱

代
表
取
締
役
社
長

　

毎
月
第
１
日
曜
の
午
前
中
、

近
鉄
河
内
山
本
駅
前
で
朝
市

が
開
か
れ
て
い
る
。
フ
ラ
ン

ス
産
の
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
・
オ

リ
ー
ブ
オ
イ
ル
の
屋
台
、
日

本
茶
の
屋
台
、
焼
き
そ
ば
の

屋
台
な
ど
が
集
ま
る
。

　

そ
の
中
に
ひ
と
き
わ
に
ぎ

や
か
な
屋
台
が
あ
る
。「
わ

く
わ
く
プ
ラ
ザ
」
と
い
う
看

板
を
掲
げ
、色
と
り
ど
り
の

雑
貨
が
並
べ
ら
れ
て
い
る
。

楽
し
そ
う
な
雰
囲
気
が
人
を

呼
ぶ
。
雑
貨
は
す
べ
て
、
わ

く
わ
く
プ
ラ
ザ
の
メ
ン
バ
ー 

（
17
人
）の
手
作
り
。
こ
の
売

上
金
は
す
べ
て
寄
付
金
に
あ

て
る
。
既
に
今
年
３
月
に
は

10
万
円
を
東
日
本
大
震
災
の

義
援
金
と
し
て
送
っ
た
。
こ

の
グ
ル
ー
プ
の
平
均
年
齢
は

75
歳
と
い
う
か
ら
驚
き
だ
。

　

代
表
の
河
本
千
枝
美
さ
ん

（
88
）は
「
人
様
の
お
役
に
少

し
で
も
立
て
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
」
と
話
し
て
い
た
。 笑顔で声をかける「わくわくプラザ」のメンバー

近鉄河内山本駅前の朝市で

「わくわくプラザ」ひ と き わ
にぎやかな

　

本
紙
八
尾
柏
原
支
社
長
の
小
野
元
裕
が
、
５
月
25
日

保
護
司
を
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
微
力
な
が
ら
、
安
全
安

心
な
明
る
い
社
会
づ
く
り
に
力
を
尽
く
し
ま
す
。

＝ 

社　

告 

＝

就
任
、
花
村
議
員
は
初
め
て

の
就
任
。
経
歴
は
、
次
の
と

お
り
。

平
田
正
司（
66
）
昭
和
20
年

３
月
23
日
生
ま
れ
。

　

昭
和
54
年
５
月
市
議
初
当

選（
現
在
連
続
９
期
目
）。
議

長
、
監
査
委
員
各
２
回
、
文

教
民
生
・
総
務
常
任
各
委
員


